
は
、
た
だ
過
去
の
栄
光
を
と
ど
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
寂
し

さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

な
お
、
ド
ミ
ニ
ク
・
ラ
レ
ー
を
日
本
に
紹
介
し
た
の
は
福
沢
諭
吉

訳
の
「
洋
兵
明
鑑
」
（
一
八
六
九
）
が
最
初
の
よ
う
で
、
「
録
ハ
ロ
ン
や

レ
ル
レ
、
兵
卒
の
病
に
罹
れ
る
を
憂
い
て
次
の
議
論
を
述
ぶ
・
」
と

し
て
陣
営
編
の
中
に
あ
る
衛
生
論
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
慶
応
義
塾
大
学
・
医
史
学
研
究
室
）

昨
年
の
本
学
会
後
い
く
つ
か
の
問
題
が
解
明
さ
れ
、
ま
た
現
地
調

査
の
際
遺
族
と
の
連
絡
に
成
功
し
た
の
で
そ
の
成
果
を
報
告
す
る
。

父
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ロ
デ
ィ
ー
・
ダ
ン
は
、
一
八
四
四
年
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
に
出
生
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
郊
外
で
農
業
に
従
事

し
て
い
た
。
母
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
マ
ツ
キ
ー
（
昨
年
抄
録
の
マ
ッ
ヶ
イ

は
誤
り
）
は
一
八
四
九
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
出

生
。
二
人
は
一
八
八
二
年
六
月
に
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
結
婚
し
、
一
八
八

三
年
ご
ろ
に
合
衆
国
へ
移
住
し
た
。
最
初
カ
リ
フ
ォ
ル
’
一
ァ
州
ベ
ン

チ
ュ
ー
ラ
郡
ニ
ュ
ー
ホ
ー
ル
に
住
ん
だ
が
、
ま
も
な
く
隣
接
す
る
カ

ミ
ュ
ロ
ス
ヘ
移
転
、
ト
ー
マ
ス
。
Ｂ
・
ダ
ン
は
こ
の
カ
ミ
ュ
ロ
ス
で

生
ま
れ
た
。
カ
ミ
ュ
ロ
ス
は
現
在
の
パ
イ
ル
ー
市
郊
外
に
あ
る
が
、

ベ
ン
チ
ュ
ー
ラ
地
域
の
早
期
の
開
拓
地
の
一
つ
で
あ
る
。

現
地
調
査
の
際
、
ト
ー
マ
ス
．
Ｂ
・
ダ
ン
の
出
生
記
録
が
ベ
ン
チ

ュ
ー
ラ
郡
記
録
官
事
務
所
に
な
い
こ
と
を
再
確
認
し
た
が
、
こ
の
こ

医
師
ト
ー
マ
ス
。
Ｂ
・
ダ
ン
の
経
歴
第
二
報

泉
彪
之
助
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と
は
ダ
ン
医
師
生
前
に
知
ら
れ
て
お
り
、
ア
ラ
メ
ダ
郡
医
師
会
に
は

ダ
ン
医
師
の
ア
メ
リ
カ
市
民
権
宣
誓
証
明
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ロ
バ
ー
ト
と
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
間
に
は
、
三
人
の
息
子
と
一
人
の

娘
が
生
ま
れ
、
ト
ー
マ
ス
は
次
男
で
あ
っ
た
。
ロ
、
ハ
ー
ト
は
果
樹
園

主
な
ど
の
農
業
に
従
事
す
る
と
共
に
、
集
落
を
建
設
し
、
そ
の
主
な

商
店
を
所
有
す
る
な
ど
の
企
業
家
で
も
あ
っ
た
。
両
親
は
後
に
ベ
ン

チ
ュ
ー
ラ
郡
ベ
ン
チ
ュ
ー
ラ
市
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
街
に
移
転
し
、
そ
こ

で
死
去
し
て
い
る
。

ト
ー
マ
ス
は
パ
イ
ル
ー
市
地
域
の
小
学
校
に
通
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
高
等
学
校
は
、
前
回
報
告
し
た
よ
う
に
カ
リ
フ
ォ
ル
↓
一
ア
州

サ
ン
タ
・
ク
ル
ー
ズ
高
校
の
一
九
○
六
年
六
月
の
卒
業
生
名
簿
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
た
が
、
サ
ン
タ
・
ク
ル
ー
ズ
高

校
出
身
は
前
秘
書
の
デ
ム
リ
ン
グ
夫
人
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
た
。

卒
業
生
名
簿
以
外
の
資
料
が
な
い
理
由
は
、
一
九
一
三
年
の
火
災
で

そ
れ
以
前
の
資
料
が
焼
失
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
医
学
部
出
身
は
、
同
大
学
卒
業
生
名
簿
に

よ
っ
て
確
認
し
た
。
卒
業
後
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
付
属
病
院
で
イ

ン
タ
ー
ン
の
み
で
な
く
レ
ジ
デ
ン
ト
勤
務
も
行
っ
た
こ
と
が
新
し
く

入
手
し
た
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ダ
ン
医
師
は
最
初
の
夫
人
ア
ン
に
一
九
二
七
年
に
死
別
し
、
ド
ロ

シ
ー
夫
人
と
一
九
二
九
年
六
月
に
再
婚
し
た
。
現
在
ド
ロ
シ
ー
夫

人
、
四
人
の
令
嬢
と
も
健
在
で
一
一
ユ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
居
住
し
て
い
る
。

上
海
勤
務
中
の
詳
細
は
現
在
家
族
と
通
信
中
で
、
今
後
さ
ら
に
明

ら
か
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
前
回
報
告
し
た
上
海
市
広
東
路

三
号
で
の
開
業
は
、
ド
ロ
シ
ー
夫
人
の
記
憶
で
は
比
較
的
短
期
間
で

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
カ
ン
ト
リ
ー
ホ
ス
ピ
タ
ル
は
、
中

国
名
宏
恩
医
院
、
旧
共
同
租
界
大
西
路
に
あ
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の

病
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

太
平
洋
戦
争
勃
発
後
ダ
ン
医
師
は
日
本
軍
に
よ
っ
て
拘
禁
さ
れ
た

が
、
そ
の
場
所
を
海
防
路
の
収
容
所
と
し
た
演
者
の
推
定
は
家
族
に

よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
た
。
収
容
の
日
時
は
、
一
九
四
二
年
十
一
月
五

日
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
家
族
の
記
憶
で
は
日
米
交
換
船
に
よ
る
ダ
ン

医
師
と
一
家
の
帰
国
は
、
上
海
出
航
が
一
九
四
三
年
十
月
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
帰
着
が
同
年
十
二
月
で
あ
っ
た
と
い
う
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
医
学
部
熱
帯
医
学
講
師
と
し
て
の
職
歴
は
前
学
会
で
も
報
告
し

た
が
、
医
学
部
職
員
名
簿
に
よ
れ
ば
正
規
の
講
師
で
あ
っ
て
、
演
者

の
推
定
し
た
よ
う
な
臨
床
講
師
で
は
な
か
っ
た
。
デ
ム
リ
ン
グ
夫
人

（64） 64



に
よ
れ
ば
週
一
回
医
学
部
に
出
講
し
て
い
た
。

ダ
ソ
医
師
が
関
係
し
て
い
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
．
ヘ
ラ
ル
タ
、
プ
ロ

ビ
デ
ソ
ス
、
サ
ム
エ
ル
・
メ
リ
ッ
ト
の
各
病
院
は
、
現
地
に
行
っ
て

見
る
と
隣
接
し
て
ほ
と
ん
ど
一
箇
所
に
あ
り
、
ま
た
バ
ー
ク
リ
ー
の

ア
ル
タ
・
ベ
イ
ッ
病
院
も
す
ぐ
近
く
で
あ
っ
た
。
デ
ム
リ
ン
グ
夫
人

の
証
言
で
は
開
業
医
生
活
が
主
で
、
病
院
で
の
診
察
は
早
朝
に
行
っ

て
い
た
・

死
去
の
際
の
フ
レ
ズ
ノ
ヘ
の
旅
行
の
理
由
に
つ
い
て
二
説
あ
っ
た

が
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
ロ
ー
ズ
ポ
ー
ル
ゲ
ー
ム
を
見
に
行
く
途
中
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

演
者
は
次
女
の
シ
ル
、
ハ
ー
夫
人
の
教
示
で
、
ダ
ソ
医
師
の
墓
が
バ

ー
ク
リ
ー
に
隣
接
す
る
エ
ル
セ
リ
ー
ト
市
サ
ン
セ
ッ
ト
モ
ズ
レ
ム
に

あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
墓
に
詣
で
る
こ
と
が
出
来
た
。

前
秘
書
デ
ム
リ
ン
夫
人
の
証
言
で
は
、
ダ
ン
医
師
は
決
し
て
冷
徹

な
科
学
者
型
の
医
師
で
な
く
、
患
者
の
人
格
を
重
ん
ず
る
優
れ
た
臨

床
家
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
魯
迅
と
の
間
で
問
題
と
な
っ
た
病
状
あ
る

い
は
病
名
告
知
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
充
分
慎
重
な
人
柄
で
あ
っ
た

と
い
う
。

（
福
井
県
立
短
期
大
学
第
一
看
護
学
科
）

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
す
で
に
四
○
年
余
を
経
た
今
日
、
大
戦

に
ま
つ
わ
る
数
多
く
の
歴
史
的
事
実
は
世
代
の
交
替
が
進
む
中
で
次

第
に
忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
精
神
医
学
と
精
神
科
医

療
と
が
往
時
に
お
い
て
遭
遇
し
た
未
曽
有
の
歴
史
的
危
機
に
関
し
て

も
ま
た
同
様
で
あ
ろ
う
。
精
神
科
医
の
世
代
交
替
も
ま
た
国
際
的
な

現
象
で
あ
っ
て
、
ひ
と
り
わ
が
国
だ
け
の
事
情
で
は
決
し
て
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
精
神
科
医
療
の
歴
史
上
最
も
悲
惨
な
時
代
を
つ
く
り

出
し
た
ド
イ
ツ
（
西
ド
イ
ツ
）
に
お
い
て
は
、
一
九
八
三
年
（
ヒ
ト
ラ

ー
の
政
権
獲
得
後
満
五
十
年
）
を
境
目
に
数
多
く
の
第
三
帝
国
関
係
の

出
版
物
が
刊
行
さ
れ
、
過
去
の
歴
史
に
関
す
る
省
察
の
気
運
が
生
ま

れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
染
え
る
。
精
神
医
学
関
係
の
書
籍
に
つ
い
て
も

同
様
で
、
教
科
書
の
中
に
ヒ
ト
ラ
ー
時
代
の
精
神
医
学
史
を
組
糸
入

れ
た
も
の
、
第
三
帝
国
下
の
精
神
分
析
学
の
歴
史
に
つ
い
て
の
単
行

ド
イ
ツ
第
三
帝
国
下
に
お
け
る
精
神
分
析

学
の
動
向
に
つ
い
て

小
俣
和
一
郎
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